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くまもとニュースあらかると生　活

「
お
誂
え
」
と
言
え
ば
、
服
飾
品
が
代
表
的
な
商
品
だ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

熊
本
市
新
屋
敷
２
丁
目
に
店
舗
を
構
え
る
感
字
屋
は
、
進
学
や
結

婚
、
還
暦
な
ど
の
祝
い
事
で
の
贈
り
物
を
は
じ
め
、
屋
号
用
や
演
出

用
に
「
字
」
を
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
き
る
。
店
主
で
あ
る
造
形
作
家
・

岩
下
敬
治
さ
ん
が
、
印
刷
会
社
勤
務
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
５
年
に

同
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

贈
り
物
用
で
は
、
贈
ら
れ
る
人
の
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い

て
、
名
前
を
使
っ
た
詩
を
添
え
る
と
い
う
か
た
ち
の
作
品
を
提
供
。

文
字
の
形
や
文
章
内
容
に
つ
い
て
の
校
正
作
業
は
な
く
、
ま
さ
に

ア
ー
ト
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
と
言
え
る
。「
話
を
聞
い
て
、
一
つ
ひ

と
つ
の
作
品
を
つ
く
る
と
い
う
、ア
ナ
ロ
グ
な
部
分
が
い
い
の
で
は
」

と
岩
下
さ
ん
。
贈
ら
れ

た
人
か
ら
の
注
文
も
増

え
て
い
る
と
い
う
。

オ
ー
ダ
ー
枕
の
販
売
で
店
舗
展
開
を
進
め
る
の
は
、
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
の
寝
具
店
・
㈱
エ
イ
テ
ィ
ー
今
藤
（
今
藤
尚
一
社
長
）。

昨
年
４
月
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
は
ま
せ
ん
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後
１

年
余
り
の
間
に
熊
本
の
２
店
舗
を
含
め
、
九
州
・
山
口
・
広
島
に
７

店
舗
を
出
店
し
た
。

老
舗
寝
具
店
で
あ
る
同
社
は
、「
自
分
に
合
う
枕
が
ほ
し
い
」
と

い
う
顧
客
か
ら
の
声
を
き
っ
か
け
に
オ
ー
ダ
ー
枕
の
開
発
に
着
手

し
、
２
層
構
造
で
各
層
が
７
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
枕
で
特
許

を
取
得
。
寝
具
店
で
あ
り
な
が
ら
、「
眠
り
の
専
門
店
マ
イ
ま
く
ら
」

と
い
う
店
舗
名
で
出
店
し
て
い
る
。

オ
ー
ダ
ー
枕
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
に
後
頭
部
や
首
の
長
さ

な
ど
を
測
定
し
、
そ
の
デ
ー
タ
に
合
わ
せ
て
枕
の
高
さ
を
調
整
し

て
製
作
。
永
久
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
付
き
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
イ
ズ
が

２
万
５
千
円
。
は
ま
せ
ん
店
に
よ
る
と
「
肩
こ
り
、
頭
痛
、
不
眠
な

ど
に
悩
む
お
客
さ
ま
の
利
用
が
多
い
」
と
い
う
。

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
パ
ン
屋
（
熊
本
市
出
水
６
丁
目
、
森
田
久
美
子

店
長
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
好
み
の
形
や
文
字
を
入
れ
て
パ
ン
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ン
屋
。
パ
ン
教
室
を
開
い
て
い
た
森
田
店
長

が
起
業
家
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
３
位
を
獲
得
し

て
、
05
年
に
開
業
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
、
大
き
さ
、
中
身
の
指
定
の
ほ
か
、
可
食
イ
ン
ク
を
吹

き
付
け
る
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
う
こ
と
で
、
似
顔
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
れ
る
こ
と
が
可
能
。
母
の
日
や
誕
生
日
な
ど
の
贈
答
用
の
注
文
が

多
い
と
い
う
。

「
オ
ー
ダ
ー
が
少
量
だ
か
ら
こ
そ
、
主
婦
で
も
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
」
と
森
田
店
長
。
受
注
か
ら
納
品
ま
で
最
低
２
週
間
か
か
り
、

パ
ン
に
文
字
な
ど
を
入
れ
る
の
は
、一
つ
ひ
と
つ
が
手
作
業
と
い
う
。

店
舗
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
店
舗
の
み
で
、
県
外
か
ら
の
注
文
が

９
割
を
占
め
る
状
況
だ
。

「お誂え」で新ビジネス!?
文字、枕、パンのオーダーメード

▲ ハガキサイズの作品を制
作する感字屋の岩下さん。
ハガキサイズで3750円～

▲名前を使った詩を添えた作
品。贈り主から話を聞き、岩
下さんが文面を考える

▲オーダー枕をつくるために、仰向
けに寝た状態での後頭部と首の高さ
などを測る

▲特許を取得しているマイ枕。上下
２層で各層が 7つのポケットに分か
れている

▲

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
パ
ン
屋
の
森
田
店
長
。

皿
の
上
は
、
く
ま
モ
ン
の
パ
ン

▲結婚祝いのメッセージが入ったオーダーパ
ン。電子メールなどで打ち合わせをしながらつ
くる。似顔絵パンは３個セットで１３７５円～

一
流
和
食
調
理
人
が
指
導
す
る

一
流
和
食
調
理
人
が
指
導
す
る

日
本
料
理
に
見
る「
和
の
食
卓
作
法
」

先
付
〜
吸
物
編

ホ
テ
ル
熊
本
テ

ル
サ
（
熊
本
市
水

前
寺
公
園
）
で
行

わ
れ
た
土
山
憲
幸

総
支
配
人
の
「
日

本
料
理
を
味
わ
い
、

和
の
作
法
を
学
ぶ
」

か
ら
、「
和
の
食
卓

作
法
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
今
回

は
第
２
回
目
で
す
。

随
時
掲
載

（プロフィール）
つちやま のりゆき 八代出身で、元赤坂プリンス
ホテル総料理長（和食担当）、1993年に和食調
理委員会事務局長に就任後、迎賓館、総理官邸
などで日本料理調理責任者として、スウェーデ
ン国王夫妻、フランスのシラク大統領など多く
の要人をもてなしている。

指導  土山 憲幸
ホテル熊本テルサ総支配人

　「会席料理（喰切式）」の最初に出される料
理です。量は少量ですが、よく味わっていた
だきます。器は手に持っても構いません。

①先付

　すべて酒菜で、季節感のある料理が少量
ずつ、数種類盛り合わせてあります。季節
の彩を楽しみながら、飲み物と交互にいた
だきます。
　いただくときは、まず左から、そして右、
最後に中央の順番にいただきます。まん中
から食べ始めるのは、タブーです。

②前菜

　吸物は、献立の中で最も大切にされる一品です。冷めないうちにいただくのが礼儀です。蓋（ふた）
を取るときは、左手でお椀の脇を押さえ、右手で蓋を立てるように開け、左手に一旦預けて持ち替え、
右側に置きます。次にお椀を持ってから箸を取り上げ、吸い口を箸で押さえて、先ず汁を一口味わっ
てから椀種をいただきます。終わりましたら、出された逆の順序で蓋をします。

③吸物

▲左手に椀を持ち、箸も添える▲取った蓋は右斜めに置く

そ
の
②

▲

和
食
の
三
種
盛
の
例
。

①
②
③
の
順
で
食
べ
る

① ②③


